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若年者胃癌のー剖検例
千葉大学医学部石橋病理学教室(主任石橋豊彦教民〉
守 屋弘  
HIROMU MORIYA 
昭和 30年 6月 29日受付 
胃癌は統計的には勿論  50才台が最も多いのは周知のことであり， 若年者に見られるのは極
めて稀であるO 最近教室において  15才の少年で典型的な胃癌の例を剖検したのでここに報告
するO
臨床事項
既往歴，家族歴には何等持記すべきものはない。
昭和 28年 4月上旬，食後上腹部に急激な悲痛が約 2
時間あったが，悪心，恒a吐等もなく，医治を受けず
しておさまり，時々疹痛を訴え，胃潰疹の診断を受 
けたが，その後軽快せず， 4月上旬には左上腹部に
圧痛のある腫癌を感じ， 食思不振， 腹痛を訴え， 5 
月 1日本学河合外科に入院，当時鷲卵大の硬い腫癌
を上腹部に触れた。貧血は殆ん・どなく，尿には潜血
反応強陽性， 5月 6日開腹手術を行い，転移巣を伴
う胃癌と診断されたが，大網膜転移巣より試験切除
片を得たのみで、手術は格了した。その後腫癌は漸次
大きくなり，[1:痛も激しく，思心，幅吐加わり，衰
弱増して 6月 8日遂に死亡。胃痛を訴えてより僅か
2カ月の経過であった。
智j検並びに組織学的所見
身長 152cm，体重 40kg，栄養の悪し、男児屍で，
全身に強度の寅痘，左骨盤に手拳大の樗癒がある。
剣状突起より隣部にかけて約 15cmの癒痕性開腹術
創あり， Virchow腺の腫張は認められず， その他
の淋巴腺も異常がなし、。開腹すると，胃の大萄i部に
大網部に相当する約~20 x 7x 4cmの大きさの帯責
色腫蕩があり，硬度は硬く，割田は髄様で硬性癌，
又は肉腫を思わせ，その下面と横行結腸とは線維性 
に癒着する。胃の内面は赤色を呈 L，一部分は汚践
色にして肥厚し，胃壁は幽門部を中心として噴門部
まで肥厚し，大轡部に相当して上記の大きな腫蕩が
存在するも，潰蕩は認められず，組織学的には胃は
単純癌像を呈する粘液細胞癌で，癌細胞は極めて大
小不同，多形性で、原形質に富む。楕円形のもの多く，
所謂印環細胞も:存在する。粘膜は充血性で少し肥
厚し，癌細胞の浸潤は粘膜下筋層，更に疑膜にまで
及び，粘膜下層には部分的に壊死及ひ、毛細血管出血
あり，粘膜下層も肥厚し，結締織の増殖著しく，筋
層は萎縮し，~性を示しており，竣膜面も厚〈癌細
胞の浸潤がある。なお粘膜下淋巴陸に癌細胞が充満
L，転移は淋巴行性で淋巴腺の転移も著明で，実質
は殆んどなく，癌細胞のみで強い壊死が認められ
る。腸管の経過は正常であるが援膜の各所に転移と
思われる寅色米粒大より粟粒大に及ぶ硬い結節が散
在性に存在し，特に骨盤の腹膜と横隔膜の肝と癒着
する部分の腹膜とは肥厚して虫様突起尖端も髄様で
転移を示す。組織学的には腸粘膜，粘膜下疑膜にま
で、癌転移を認め部分的には粘液化を示す。腹腔内に
限約 100ccの血性接出液あり，横隔膜の高さは左
第 5肋骨，右第 5肋聞で，胸腔には両側共癒着し穆 
出液を認めない。胸腔を開〈と胸骨直下に約揖指頭
大の縦隔洞淋巴腺腫張あり，心嚢内には約 100ccの
黄色諺出液あり。
心は 170g，手拳大で，右心室がやや拡張し，心尖
部は左心室より成り，冠状血管は正常にして各弁膜
は正常なるも，やや黄痘色芝、あり，組織学的には軽
筋断裂像を認める。左肺は 320gにして表面は右肺
と同様に播種状転移巣が散在し，肺門淋巴腺は挺指
頭大に腫張し，割面は髄様で転移を認める。右肺は
350 gで各葉の表面に帽針頭大より小指頭大に及ぶ
黄色硬度軟の限界明瞭な円形の転移巣と J思われたも
の一面に播種を示す。肺尖部では気腫を呈し割面
は寅痘色，上述病巣の{也に異常なく，下葉は多少欝
血の徴を帯びてしる。組織学的には血管周囲の淋巴
陸に癌細胞が栓塞様に見られ，一部は限局性肺尖像
を呈 L，肺表面に近い部分では肋膜面にも転移を見
る。
頚部は食道は平滑なるも i噴門部の淋巴腺は硬度硬
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く転移を思わせる。扇桃腺は両{員iJ小指頭矢にして気 数の淋巴腺腫張あり胃空腹吻合術を行い，術後 30
管，咽腔も異常なく，甲状腺は左右共に 10gにして 日にて死亡す。胃射出のみ承諾を得て解剖する。大
唾液腺は左 15g，右 10gでやや腫張する。 替を開〈と小替を軸とした手拳大以上の臨場で，中
肝臓は横隔膜と転移のため癒着して剥離困難であ 心部は極めて固く，併砥様でそのほぼ中心に爪床状
り，胆嚢は約鶏卵大に嚢状となり，圧迫を加えるも の陥凹あり，古い潰湯の勝目島憶になったもので，原
十二指頭乳頭より胆汁穆出せず，淋巴腺の小指頭大 発巣並びに腹膜淋巴腺の組織標本で円形癌細胞を認
に及ぶ転移と思われるものあり，肝臓の表面割面に め，本陸揚は小轡に生じた小潰療を基盤として発生
肉眼的には転移は認められず，寅痘色にして結締織 した硬性癌の性を帯びた円形相胞癌と思われ，本邦
の増殖が著明である。組織学的にはグリソン氏鞘血 における 15才未満の胃癌の第 8例目と報告してあ
管中に栓塞様に癌細胞の転移が認められる所もあ るのを見ると，余の例も第 10例以内に入る稀有な
り，異型，大小不同あり，叉印環細胞も認められる。 例に属する。
牌臓は胃部と癒着し:剥離は困難にして，牌門部は 叉，昭和 19年に林田ωにより 14才 2カ月男子の
淋巴腺が提指頭大に腫張し，割面は髄様にして転移 胃単純癌とその幼若程度においては本邦第3例との
を思わせる。一般に癌転移が少いといわれている 報告あるのみで，やはり極めて稀有な例であると 思J
が，本例では著明にして，組織学的にも牌材及び躍 う。昭和 18年木付、・児王切によると， 肉眼的に若
胞周囲に転移著明にして，穏胞は萎縮し，部分的に 年期胃癌は禰漫性肥厚型，且つ広汎状のもη多く，
壊死を呈し中心動脈の結締織化及びtアリノ{ゼ 組織学的には定型的粘液癌にして癌細胞の粘液化多
を認める。 <， これら若年岩癌の特徴なりと約 20例の胃腸癌
腎は左 110g，右 110gで，被膜は長IJ離容易，割面 検索の結果述べてし、る。叉昭和 27年 7月の高橋ゅ
は黄痘色で，髄質は赤色を呈L，腎孟にも異常なし の22才女子に発生した休部幽門部を占める禰漫性
組織学的には糸球体周囲の血管に癌細胞の浸潤あ 癌の 1例，昭和 25年 10月には松尾・原〈りにより 20
り，叉間質には欝血と軽度の円形細胞浸潤あり。 才男子に発生した転移の多い組織学的に謬様癌の 1
副腎は左 9g，右 5gで右に比して左は大きく，硬 例を，更に昭和 25年 6月に若年者胃癌の病理学的
度硬<，転移を思わせ，組織学的には両側副腎に癌 考察と題する田内的の 45例の胃癌剖検例の逐令的
転移あり。跨臓にも癌転移あり，主として間質に認 比較を試みたものによると， 20才未満の胃癌には，
め，実質内にはない。骨盤では，骨盤腹膜は転移d 単純癌の像を，中年期以後には次第に髄様癌の傾向
ために肥厚し， s字状結腸の疑膜表面は癌転移の播 あり，而して癌細胞の組織内への解放性浸潤保が若
種あり，その他跨脱内面異常なく，皐丸は左右共に 年岩には強いことと一致し，所謂“ carzinomadis‘ 
7gにして骨髄も亦異常なし。 semina ta" r癌の播種性jの像は若年者に強いと
魅括並びに考按 し、し、得る。叉胃癌細胞にはしばしば粘液化が認めら
15才未満の胃癌に関する統計並びに文献の内，最 れ，所謂印環細胞の発現があるが， これも 30才未
近のものとして昭和 28年 2月石崎・長谷川ω等に 縞の例には必発し，且っその程度も一般に高度で，
よる 15才女子の胃癌例で，現病歴として昭和27年 年令の進むに従レ頻度U郎、。転移は 40才以後殊 
2月頃より胃酸過多症の診断の下に治療を受け， ー に 50才以後では血行性転移，殊に肝への転移は必
進一退し，同年 6月噴より悪心，幅吐，胃部に鈍痛 発してレるのに， 40才以下には 1例もない。氏は叉
を訴え，賛血，体重減少を示L， 7月 30日に来院 癌に関する転移の研究において，単純癌は腺癌その
す。当時栄養衰退，顔面蒼白，君血薯明にして，心 他より転移の傾向が大であると結論しているが，胃
に収縮期雑音を聴取し，肺には著震なく，腹部には 癌において若年者の場合，殆んどが単純癌であるの
右心高部に鶏卵大の硬い腫蕩を触知し，尿には潜血 に拘らず，肝，肺への血行性転移が認められないこ
反応陽性，胃部レ線撮影にて幽門部に陰影欠損著明 とは一見奇異の感はあるが，これは若年者において
にして胃癌と決定し手術を施行する。腫療は胃小替 は高令者に比して拠織の整調が保たれ，転移に不都
部幽門部に近L、部分を中心として，胃前後壁に浸潤 合のためか，叉はその経過'の短かく転移巣の出現前
性にして上は噴門，下は幽門に達し，中央部は大替 に死亡した為とも考えられる。叉若年者例では血行
に達し，幽門部は固定され十二指腸にも及び，謄頭 性散布こそはないが，腹膜への散種性転移は殆んど
部とは胃後壁にて癒着する。更に大網，小網にも多 必発L，援液線維性癌性腹膜炎の像を伴ってしる。
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その他若年者胃癌の単純癌，又は硬性癌の像を呈す と云っている人もある。然し前記文献中，田内の統
るとする例は高取くりの 19才 3カ月の例は胃小智部 計的観察によると， 20才未満の癌には単純癌にして
に原発性硬性癌より癌性腹膜炎を起した例，入野くり 謬様癌とし、う特徴があるとし、う傾向も認められ，余
は22才 9カ月の女子に鷲卵大胃癌とその転移例， の1例もたまたまそれに一致した感があるが，昭和
組織学的に単純癌i象を認める 1例，叉小清水仰の 20 10年以前の例では腺癌，髄様癌の例が多いので確定
才k子の胃癌も硬性癌，山木(10)の29才女子の硬性 的な特徴はなし、。最後に昭和 29年武田〈川等の過去
癌の 1例もある。然るにこれに反して髄緑癌，腺癌 5'カ年間の全日本病理学教室の剖検 15，006例及び過
の{象を呈せりとなす報告も相当多数にあり，即ち青 去 3カ年間の 9大学病理検査材料 27，968例より胃
木く11)によると，若年者胃癌 10例につきその臨床的 癌は 2，190例で，剖検全癌腫の 33.2%で，男女共癌
統計的観察より，若年，高年両者の胃癌は共に腺癌 腫中第 1 位を占め，年令的には 50~54 才に最も多
最も多しとなし， 1t田(1~1)の剖検若年者胃癌例は 18 く， 45~49 才間に総数の 50% あり， 組織学的には
才女， 19才 2カ月， 17才 1カ月の男， これら 3例 腺癌は 55.7%， 単純癌は 37.7%で，年令別では 44
は凡て腺癌なりと報告し，渡辺(13)の 16才 9カ月男 才までは腺癌，単純癌に甚だしい差はなく， 45才以
も亦腺癌にして，藤林(1-1)は 30才以下の著年者胃癌 上になると次第に腺癌が多くなり， 55才より 69才 
5例の中， 3例は髄様癌であると。叉盛勝寿男(15)は までは単純癌の 2倍以上の開きを示し，腺癌は 39 
32例の 30才以下の癌につき腺細胞癌 8，腺癌 1に 才までに男女の差は著しくないが， 46才から 69才
対して，厚様癌 3と報告した。 聞に 3倍以上男に多く，これが男女両型の頻度の差
以上若年者胃癌約 45例あるも，その内 15才未満 を生ぜしめるものと息われる。形態としては潰場性
の例は甚だ少数である。塩谷(16)によれば，老人の 軟性癌が主で，硬性癌，息肉乳頭癌，腹様癌の}I慎で，
胃癌は発育は遍いが，若年者のそれは路実な診断の 潰傷性軟性癌，息肉乳頭癌は腺癌に多<，硬性癌は
遅れること，医師の診断を受けるのが遅れること， 単純癌に多い。本統計でも 19才未満は 7例で， そ
その予後の不良なのを帰因させている。即ち癌その の中 4例は腺癌で， 2例は単純癌である。
ものに若年者高年者に相異があるとし、うのではない
以上の如く， 本邦においては極めて稀有な 1例であるので報告した。外国においても 30才
以下の胃痛は稀有にして Kaufmannは 21才， 18才及び 9才の 3例を報告し，叉 Moore， 
Ness及び Teacher，Laid により 13才， 14才， 15才の 3例が報告されているO
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附 図
第 1図 第 2図
胃筋層内への癌細胞の浸潤 肝臓内への癌細胞の浸潤
癌細胞は極めて大小不同，印環細胞も認め， グ氏鞘内血管内に栓塞様に癌細胞の転移，そ
単純癌の像を呈す。 の周辺に円形細胞浸潤，肝細胞の萎縮あり。
第 3図
牌臓内への癌細胞の浸潤
牌林内癌細胞の転移著明，印環細胞も認める。
、
